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視線入力装置を活用した肢体不自由児のコミュニケーション支援の効果① 

～見るスキルを高め、因果関係理解を深めた G児の事例から～ 

山本 洋＊１ 左成 文＊２ 尾﨑 朱＊３ 金森 克浩＊４ 

＜概要＞重度重複障害児への視線入力装置を活用した支援は増えてきているが、有効性を実証的

に示すものは少ないため、本研究では視線入力の学習により、因果関係理解やコミュニケーショ

ンに変化があるかの検証を目的として検討した。結果、注視時間が伸び、視野を広げたことで、

パネルを見比べ自分の意思を伝えることができるようになった。見ることで因果関係の理解が深

まり、コミュニケーションの質が変化した。 
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１．問題と目的 

中邑（2014）（１）は知的障害と肢体不自由を併

せ有する重度重複障害児のコミュニケーショ

ンは、児童生徒の発信が弱いことにより、周囲

から気づかれにくく学習性無力感に陥りやす

いと指摘しており、教師の読み取り（聞き手効

果）に関わらない、よりよいコミュニケーショ

ンの方法が求められる。待木（2017）（２）は知的

障害を併せ有する肢体不自由児のコミュニケ

ーション指導の在り方の検証をし、視線入力装

置の使用で子どもが画面に目を向ける行為を

促し、環境を整えることで自分の意思を伝えら

れると示唆しているが、有効性を実証的に示す

例はまだ少ない。そこで、本研究では実証的研

究を通して、視線入力による学習が見るスキル

を高め、因果関係やコミュニケーションまで変

化させるかを検証することとした。 

２．方法 

（１）対象児：肢体不自由特別支援学校高等部

3年のＧ児。金森ら（2017）（３）はコンピュータ

ー操作に課題のある肢体不自由児・者が視線入

力機器を適用する際の整理表対象者に記述さ

れる（視線が合う、人や物を見ている、視線ボ

ードの利用有、注視、追視がある）が見られる。

また斜視があり療育手帳 Aを所持している。 

（２）時期：2018年 7月～2019年 2月 

（３）手続き 

１）訓練の方法：伊藤史人ら（島根大学）が開

発した視線の軌跡ログが可視化できる視線入

力訓練ソフトウエア EyeMoT 3Dを使用。週 3時

間程度実施した。 

２）アセスメント：①「注視時間」：訓練前後

に，注視時間の秒数の最大値をとり、比較。  

②「視野の広がり」：通常は右側ばかり見る状

態が、訓練前後で変化があるか。 

③担任、保護者からの聞き取り：指導者が訓練

後、担任、保護者へ聞き取りを行った。 

３）訓練後の手続き：訓練後、指導者が褒め

る強化でフィードバックを行った。 

３．結果 

①「注視時間」：0.5秒から 10秒に伸ばし

た。注視時間の伸びにより、好きな学習を選

ぶ取り組みでは、左右のパネルを見てから考

え G児がしたい学習のパネルを倒すことがで

きるようになった。 

②「視野の広がり」：当初は、視線は画面右側

しか見ず、左側を見ることは一度たりともな

かったが、視線入力装置を通した EyeMoT3D

（射的）、2枚、3枚（並列）、4枚（上下 2枚

ずつ）とパネルの枚数を増やすことや、写真

から好きなものを選ぶ学習でも、環境設定を

変えることなく、毎回 20分間学習を重ねてい

くと 2学期には突然左側も見るようになっ

た。また、パネルを当てた後、画面下に落ち



 

ていくパネルを追視できるようになった。下

への追視は生活の中で一度も見られなかった

動きであった。もともと因果関係に理解のあ

る G児であったが、「自分が見たら、変化が起

こる」という事を本人が認識して予測してい

ると推測された。 

③担任、保護者からの聞き取り：担任からは

視線入力を介さない学習で、今までなかった

下方への視線の動きがでるようになったとの

報告があった。9月の陶芸の手指を使った作

業では視線が向かなかったが（図 1）、11月に

は手元を見て作業する様子があった（図 2）。

iPad を使用した学習でも、手元を見て操作す

る様子が見られるようになった。また保護者

から家庭で視線入力を使って G児が好きな動

画を見ていたのを、妹が覗きにいった時に動

画を一時停止するいたずらを繰り返し、妹と

コミュニケーションを図っていたという報告

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 2018年 9月陶芸（手元を見ない） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 2018年 11月美術（手元を見る） 

４．考察 

 結果から、視線入力を用いた学習により、注

視時間や追視、視野を広げるといった見るスキ

ルを高めることができたと推察される。また、

G 児が自分の意思は視線入力を使用してやり

取りできるという理解を深め、何気なくそこに

あるものを見る受動的な「見る」から、自分で

見たいものを見るという主体的な「見る」に変

化したと思われた。G児が視線入力装置を、人

とのコミュニケーションに使うツールと実感

したために生じた変化といえよう。一方で、G

児にとっては、視線入力装置が完全な選択ツー

ルとしてなり得ているかというと判断は難し

かった。選択場面で時に「好きな絵本のパネル

を一つ」でなく、「両方とも、続けて選ぶ」と

いう姿があったからである。指導者は、絵本が

好きな G 児が左右両方の絵本を読んで欲しい

から続けて選んだと解釈したが、それは G児の

思いではなく指導者による読み取りによる判

断になった可能性がある。今回の研究で、G児

のコミュニケーションの質が変わったと推測

されるが、聞き手効果段階によらないよりよい

コミュニケーションについてはさらに検証が

必要である。 
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